
▲入学式を終えて、親子でほほえむ田井中ファミリー（池島町）

提案者：竹迫 優美 様

議会だより愛称決定 !!議会だより愛称決定 !!議会だより愛称決定 !!

あいあいがさ
提案者の想い提案者の想い

　大人でも、子どもでも、障がいのある
人でも、身寄りのない人でも、どんな人
でも困っている人がいたら、一緒に「あ
いあいがさ」をさして寄り添ってくれる
ような市政であってほしいという想い
を込めました。
　生まれてから死ぬまで、だれもが自分
らしく安心して暮らせる姶良市であり
ますように･･･。

　これまで、愛称に関しましてたくさんの方々からご応
募いただき、心より感謝申し上げます。
　厳正な審査の結果、「あいあいがさ」に決定いたしまし
た。ほかの愛称案も姶良市議会に対する想いや願いが伝
わってくるもので、身が引き締まる思いがしました。
　昨年より議会だよりのリニューアルに取り組み、今回
は愛称変更、表紙のリニューアル、一般質問ページの大
幅なレイアウト変更等を行いました。
　今後も親しんでいただけるような議会だよりを作成
してまいります。
　さらに、みなさまのご意見をお伺いするため、アン
ケートを実施いたします。ご協力のほど、よろしくお願
い申し上げます。

さらなる
リニューアルに向けて！　大人でも、子どもでも、障がいのある

人でも、身寄りのない人でも、どんな人
でも困っている人がいたら、一緒に「あ
いあいがさ」をさして寄り添ってくれる
ような市政であってほしいという想い

　これまで、愛称に関しましてたくさんの方々からご応　これまで、愛称に関しましてたくさんの方々からご応
募いただき、心より感謝申し上げます。募いただき、心より感謝申し上げます。
　厳正な審査の結果、「あいあいがさ」に決定いたしまし　厳正な審査の結果、「あいあいがさ」に決定いたしまし

さらなるさらなる
リニューアルに向けて！リニューアルに向けて！

さらなる
リニューアルに向けて！

傍聴席へどうぞ傍聴席へどうぞ
車いす席もあります

令和３年  第２回定例会は
６月 14 日  開催予定

議会と語る会  開催予定のお知らせ議会と語る会  開催予定のお知らせ
令和３年度第１回は７月頃開催予定

（会場は３地区程度）
詳細につきましては、HP等でお知らせしますが、
状況によっては中止となる場合もあります。
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その時、議会は？

複合新庁舎建設

新型コロナウイルスワクチン接種費

校区コミュニティ協議会企画提案型活性化

移住定住促進

あいあいチケットの交付

子育て支援拠点施設（子ども館）

加音ホール空調改修工事

地域の公共交通対策

高等教育機関設置準備

小・中学校施設整備

帖佐駅前広場拡張整備

県総合防災訓練

空き家リフォーム支援

女性活躍の推進

消防自動車の更新

収入（入るお金） 約27万１千円 支出（使うお金） 約27万１千円

令和３年度一般会計予算

姶 良 さ ん ち の 家 計 簿

項目 説明 金額

自
主
財
源

給料 市民税、固定資産税など市税 6万円

パート収入 施設使用料や各種手数料、寄
附金、分担金、負担金、諸収入 1万3千円

貯金の引出し 貯金を取り崩したお金 9千円

依
存
財
源

親からの仕送り

国県から交付される使い道の
決められたお金（国県支出金） 7万2千円

一定水準の行政サービスのた
め国から交付されるお金（地方
交付税）や各種交付金

8万円

家の改築ローンの
借り入れ

複数年にわたる大きな施設整
備のため国や金融機関などか
ら借りるお金（市債）

3万7千円

項目 説明 金額

義
務
的
経
費

A 食費 給料などの「職員人件費」 4万6千円

B
子育て・医療・介護

保育園の運営費、福祉医療費な
どの「扶助費」 7万6千円

C ローン返済 公債費 3万1千円

投
資
的
経
費

D 家の増改築費 新庁舎建設・小中学校・道路整
備などや災害復旧費 3万4千円

E 光熱水費など 消耗品や光熱費等の物件費 4万1千円

F
車や家具の修理費

市が管理する道路や施設の維
持修繕費 1千円

G
こどもへの仕送り

国民健康保険、介護保険など特
別会計への繰出金 1万8千円

H
子夫婦への援助

こども園などへの補助金、水道
事業への繰出金など 2万2千円

Ｉ 貯金 積立金など基金 2千円

項目 説明 金額

自
主
財
源

給料 市民税、固定資産税など市税 6万円

パート収入 施設使用料や各種手数料、寄
附金、分担金、負担金、諸収入 1万3千円

貯金の引出し 貯金を取り崩したお金 9千円
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国県から交付される使い道の
決められたお金（国県支出金） 7万2千円

一定水準の行政サービスのた
め国から交付されるお金（地方
交付税）や各種交付金

8万円

家の改築ローンの
借り入れ

複数年にわたる大きな施設整
備のため国や金融機関などか
ら借りるお金（市債）
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D 家の増改築費 新庁舎建設・小中学校・道路整
備などや災害復旧費 3万4千円

E 光熱水費など 消耗品や光熱費等の物件費 4万1千円

F
車や家具の修理費

市が管理する道路や施設の維
持修繕費 1千円
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国民健康保険、介護保険など特
別会計への繰出金 1万8千円

H
子夫婦への援助

こども園などへの補助金、水道
事業への繰出金など 2万2千円

Ｉ 貯金 積立金など基金 2千円
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パート収入 施設使用料や各種手数料、寄
附金、分担金、負担金、諸収入 1万3千円

貯金の引出し 貯金を取り崩したお金 9千円

依
存
財
源

親からの仕送り

国県から交付される使い道の
決められたお金（国県支出金） 7万2千円

一定水準の行政サービスのた
め国から交付されるお金（地方
交付税）や各種交付金

8万円

家の改築ローンの
借り入れ

複数年にわたる大きな施設整
備のため国や金融機関などか
ら借りるお金（市債）

3万7千円

項目 説明 金額
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務
的
経
費

A 食費 給料などの「職員人件費」 4万6千円

B
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どの「扶助費」 7万6千円

C ローン返済 公債費 3万1千円

投
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経
費

D 家の増改築費 新庁舎建設・小中学校・道路整
備などや災害復旧費 3万4千円

E 光熱水費など 消耗品や光熱費等の物件費 4万1千円

F
車や家具の修理費

市が管理する道路や施設の維
持修繕費 1千円

G
こどもへの仕送り

国民健康保険、介護保険など特
別会計への繰出金 1万8千円

H
子夫婦への援助

こども園などへの補助金、水道
事業への繰出金など 2万2千円

Ｉ 貯金 積立金など基金 2千円

一般会計の予算額（年額）を
１万分の１に縮小して、
１２か月で割りました。
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その時、
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16
日
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３
月
22
日
ま
で
35
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。「
令
和
３
年

度
一
般
会
計
予
算
」
が
予
算
審
査
特

別
委
員
会
及
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定
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会
で
の
審
査
や

討
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・
討
論
の
結
果
、
異
例
の
否
決

と
な
り
ま
し
た
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そ
の
後
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修
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さ
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、
３
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日

に
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ま
し
た
。
結
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、
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成
多
数
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と
な
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ま
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た
。
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以
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の
通
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す
。

主な事業ピックアップ
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へ
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を
可
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臨時会（３月29日）

賛
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の
総
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そ
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ぞ
れ
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新
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ま
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その時、議会は？

複合新庁舎建設

新型コロナウイルスワクチン接種費

校区コミュニティ協議会企画提案型活性化

移住定住促進

あいあいチケットの交付

子育て支援拠点施設（子ども館）

加音ホール空調改修工事

地域の公共交通対策

高等教育機関設置準備

小・中学校施設整備

帖佐駅前広場拡張整備

県総合防災訓練

空き家リフォーム支援

女性活躍の推進

消防自動車の更新

収入（入るお金） 約27万１千円 支出（使うお金） 約27万１千円

令和３年度一般会計予算

姶 良 さ ん ち の 家 計 簿

項目 説明 金額

自
主
財
源

給料 市民税、固定資産税など市税 6万円

パート収入 施設使用料や各種手数料、寄
附金、分担金、負担金、諸収入 1万3千円

貯金の引出し 貯金を取り崩したお金 9千円

依
存
財
源

親からの仕送り

国県から交付される使い道の
決められたお金（国県支出金） 7万2千円

一定水準の行政サービスのた
め国から交付されるお金（地方
交付税）や各種交付金

8万円

家の改築ローンの
借り入れ

複数年にわたる大きな施設整
備のため国や金融機関などか
ら借りるお金（市債）

3万7千円

項目 説明 金額

義
務
的
経
費

A 食費 給料などの「職員人件費」 4万6千円

B
子育て・医療・介護

保育園の運営費、福祉医療費な
どの「扶助費」 7万6千円

C ローン返済 公債費 3万1千円

投
資
的
経
費

D 家の増改築費 新庁舎建設・小中学校・道路整
備などや災害復旧費 3万4千円

E 光熱水費など 消耗品や光熱費等の物件費 4万1千円

F
車や家具の修理費

市が管理する道路や施設の維
持修繕費 1千円

G
こどもへの仕送り

国民健康保険、介護保険など特
別会計への繰出金 1万8千円

H
子夫婦への援助

こども園などへの補助金、水道
事業への繰出金など 2万2千円

Ｉ 貯金 積立金など基金 2千円

項目 説明 金額

自
主
財
源

給料 市民税、固定資産税など市税 6万円

パート収入 施設使用料や各種手数料、寄
附金、分担金、負担金、諸収入 1万3千円

貯金の引出し 貯金を取り崩したお金 9千円

依
存
財
源

親からの仕送り

国県から交付される使い道の
決められたお金（国県支出金） 7万2千円

一定水準の行政サービスのた
め国から交付されるお金（地方
交付税）や各種交付金

8万円

家の改築ローンの
借り入れ

複数年にわたる大きな施設整
備のため国や金融機関などか
ら借りるお金（市債）

3万7千円

項目 説明 金額

義
務
的
経
費

A 食費 給料などの「職員人件費」 4万6千円

B
子育て・医療・介護

保育園の運営費、福祉医療費な
どの「扶助費」 7万6千円

C ローン返済 公債費 3万1千円

投
資
的
経
費

D 家の増改築費 新庁舎建設・小中学校・道路整
備などや災害復旧費 3万4千円

E 光熱水費など 消耗品や光熱費等の物件費 4万1千円

F
車や家具の修理費

市が管理する道路や施設の維
持修繕費 1千円

G
こどもへの仕送り

国民健康保険、介護保険など特
別会計への繰出金 1万8千円

H
子夫婦への援助

こども園などへの補助金、水道
事業への繰出金など 2万2千円

Ｉ 貯金 積立金など基金 2千円

項目 説明 金額

自
主
財
源

給料 市民税、固定資産税など市税 6万円

パート収入 施設使用料や各種手数料、寄
附金、分担金、負担金、諸収入 1万3千円

貯金の引出し 貯金を取り崩したお金 9千円

依
存
財
源

親からの仕送り

国県から交付される使い道の
決められたお金（国県支出金） 7万2千円

一定水準の行政サービスのた
め国から交付されるお金（地方
交付税）や各種交付金

8万円

家の改築ローンの
借り入れ

複数年にわたる大きな施設整
備のため国や金融機関などか
ら借りるお金（市債）

3万7千円

項目 説明 金額

義
務
的
経
費

A 食費 給料などの「職員人件費」 4万6千円

B
子育て・医療・介護

保育園の運営費、福祉医療費な
どの「扶助費」 7万6千円

C ローン返済 公債費 3万1千円

投
資
的
経
費

D 家の増改築費 新庁舎建設・小中学校・道路整
備などや災害復旧費 3万4千円

E 光熱水費など 消耗品や光熱費等の物件費 4万1千円

F
車や家具の修理費

市が管理する道路や施設の維
持修繕費 1千円

G
こどもへの仕送り

国民健康保険、介護保険など特
別会計への繰出金 1万8千円

H
子夫婦への援助

こども園などへの補助金、水道
事業への繰出金など 2万2千円

Ｉ 貯金 積立金など基金 2千円

一般会計の予算額（年額）を
１万分の１に縮小して、
１２か月で割りました。

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
３
月
16
日
）

定
例
会（
３
月
19
日
）

コ
ロ
ナ
関
連

ワ
ク
チ
ン
等

プ
ロ
に
よ
る

野
球
教
室

高
等
教
育
機
関

設
置
準
備

当
初
補
正
予
算

対
応
予
定

７
０
５
万
円

３
０
０
万
円

追
　
加

減
　
額

削
　
除

４
億
８
１
７
０
万
円

50
万
円

０
万
円

その時、
議会は？　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
２
月

16
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
35
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。「
令
和
３
年

度
一
般
会
計
予
算
」
が
予
算
審
査
特

別
委
員
会
及
び
定
例
会
で
の
審
査
や

討
議
・
討
論
の
結
果
、
異
例
の
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
修

正
案
が
提
案
さ

れ
、
３
月
29
日

に
臨
時
会
を
開

き
ま
し
た
。
結

果
、
賛
成
多
数

で
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は

以
下
の
通
り
で

す
。

主な事業ピックアップ
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その時、議会は？ その時、議会は？令和３年度一般会計予算 令和３年度一般会計予算

議
会
の
判
断「
　
　
　
」の
議
員
の
主
張

「
予
算
特
別
委
員
会（
３
月
16
日
）」・「
定
例
会（
３
月
19
日
）」・「
臨
時
会（
３
月
29
日
）」そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
・
討
論
は…

 
議
会
の
判
断「
　
　
　

議
会
の
判
断「
　
　
　
」の
議
員
の
主
張

」・「
定
例
会（
３
月
19
日
）」・「
臨
時
会（
３
月

そ
の
時

和
田
里
志
議
員

　
予
算
案
を
修
正
や
付
帯
決

議
を
つ
け
る
こ
と
な
く
否
決

す
る
と
い
う
行
為
は
、
新
年

度
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
経
費
が
、
議
会
の
議
決

が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
そ
の

義
務
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
市
民
生
活
や
経
済

に
即
影
響
が
出
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
行
え
な
く
な
り
、

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

森
川
和
美
議
員

　
こ
の
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
、
新
庁
舎
建
設
を
確
実
に

進
め
、
無
駄
を
省
き
必
要
な

所
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
公
平
に

配
分
さ
れ
、
市
民
の
生
活
を

守
る
予
算
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
削
減
部
分
も
あ
る
が
無

駄
を
省
い
た
結
果
で
あ
り
問

題
は
な
い
。

湯
之
原
一
郎
議
員

　
多
く
の
事
業
で
減
額
さ
れ

て
は
い
る
が
、
実
績
を
参
考

に
し
て
、
市
民
生
活
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
留
め
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
達
へ

の
心
理
的
影
響
は
大
き
い
。

野
球
教
室
は
、
現
役
プ
ロ
野

球
選
手
に
触
れ
合
う
こ
と
で
、

子
ど
も
達
が
元
気
と
明
る
さ

を
取
り
戻
し
、
夢
を
大
き
く

羽
ば
た
か
せ
る
切
っ
掛
け
に

な
る
。

𠮷
村
賢
一
議
員

　
市
長
の
修
正
削
減
の
決
断

を
評
価
す
る
。
ま
た
市
民
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
整
備
予
算
が

当
初
予
算
に
追
加
さ
れ
た
。

本
庁
舎
・
福
祉
は
、
今
後
注

視
し
て
い
く
。

小
山
田
邦
弘
議
員

　
前
回
と
２
点
変
っ
た
。
１

つ
は
政
策
的
予
算
の
削
除
。

も
う
一
つ
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
算
が
追
加
に
な
っ
た
こ
と
。

子
ど
も
館
関
係
予
算
も
控
え

て
ほ
し
か
っ
た
が
、
市
民
の

生
活
・
生
命
を
守
る
予
算
で

あ
る
。

𠮷
村
賢
一
議
員

　
県
内
一
高
い
経
常
収
支
比

率
、
コ
ロ
ナ
禍
で
歳
入
減
や
地

方
交
付
税
の
先
行
き
不
安
で
縮

減
予
算
の
中
、
新
庁
舎
建
設
事

業
は
増
額
傾
向
で
あ
る
。

　
福
祉
・
教
育
予
算
が
減
る
一

方
、
野
球
教
室
が
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、
地
元
野
球
チ
ー
ム

と
調
整
す
べ
き
で
あ
る
。

堂
森
忠
夫
議
員

　
本
庁
舎
は
免
震
構
造
を
止

め
て
耐
震
構
造
を
求
め
る
。

免
震
構
造
は
高
層
建
物
に
有

利
で
あ
り
、
５
階
建
て
は
耐

震
構
造
で
十
分
。
ま
た
、
免

震
構
造
は
多
額
な
建
設
費
用

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が
５

年
毎
に
か
か
る
。

有
川
洋
美
議
員

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
人
数
減
少
、
学
校

給
食
施
設
整
備
費
の
先
送
り
、

福
祉
バ
ス
の
受
益
者
負
担
等
、

市
民
が
我
慢
す
る
予
算
と
な
っ

て
い
る
。
削
減
予
算
な
の
に
、

野
球
教
室
、
子
ど
も
館
、
高
等

教
育
機
関
等
の
予
算
は
計
上
さ

れ
て
い
る
。

小
山
田
邦
弘
議
員

　
多
く
の
箱
物
の
維
持
管
理

で
縮
減
が
さ
れ
て
い
る
が
、

高
い
経
常
収
支
比
率
は
今
後

も
続
き
、
時
間
と
と
も
に
維

持
管
理
費
も
増
大
す
る
。
今

は
、
基
本
的
に
箱
物
は
作
る

べ
き
で
は
な
い
。

　
特
に
子
ど
も
館
建
設
は
上

位
計
画
で
あ
る
公
共
施
設
再

配
置
計
画
と
整
合
性
が
読
み

取
れ
な
い
。

　
ま
た
執
行
部
と
市
長
の
答

弁
に
不
一
致
を
感
じ
た
。
一

枚
岩
に
な
っ
て
い
な
い
状
態

で
進
め
る
こ
と
は
大
変
不
安

で
あ
る
。

堀
広
子
議
員

　
国
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
個
人
情
報
を
国
に
集
積
・

管
理
す
る
も
の
で
、
効
率
的

な
面
も
あ
る
が
、
窓
口
業
務

の
削
減
、
デ
ジ
タ
ル
格
差
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
か
ら
問
題

が
あ
る
。
厳
し
い
財
政
の
下

で
唐
突
な
プ
ロ
野
球
選
手
の

野
球
教
室
開
催
は
先
に
延
ば

し
、
今
は
感
染
防
止
に
集
中

す
べ
き
で
あ
る
。

堂
森
忠
夫
議
員

　
本
庁
舎
を
免
震
構
造
に
す

る
と
、
約
２
億
円
工
事
費
が

高
く
な
り
、
５
年
毎
に
約
７

千
万
円
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
が
か
か
る
。
将
来
は
10
億

円
ぐ
ら
い
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
用
に
な
る
の
で
免
震
構
造

に
反
対
す
る
。

有
川
洋
美
議
員

　
一
部
予
算
が
削
減
さ
れ
一

定
の
評
価
は
す
る
。
し
か
し
、

教
育
・
福
祉
予
算
の
改
善
が

見
ら
れ
な
い
。
市
民
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
っ
た
予
算
に

な
っ
て
い
な
い
。

堀
広
子
議
員

　
大
型
公
共
事
業
の
導
入
で
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
福
祉
、

教
育
予
算
が
削
減
さ
れ
て
い

る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
た

め
、
高
齢
者
施
設
等
で
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
予
算
が
無
い
こ
と
。

ま
た
37
件
の
実
施
計
画
の
先

送
り
は
市
民
生
活
に
影
響
を

与
え
る
。

無会派

有

　川

　洋

　美

×
×

小
山
田

　邦

　弘

×

○

堀

　
　
　広

　子

×
×

田

　口

　幸

　一

×
×

市民くらぶ

峯

　下

　
　
　洋

×
×

湯

　川

　逸

　郎

○

○

上

　村

　
　
　親

×

○

𠮷

　村

　賢

　一

×

○

志成会

松

　元

　卓

　也

×

○

国

　生

　
　
　卓

×

○

萩

　原

　哲

　郎

×

○

谷

　口

　義

　文

×

○

森

　川

　和

　美

○

○

堂

　森

　忠

　夫

×
×

岩

　下

　陽
太
郎

○

○

○

○

○

○

○

○

※
※

○

○

○

○

犬

　伏

　浩

　幸

鈴

　木

　俊

　二

湯

　元

　秀

　誠

東
馬
場

　
　
　弘

和

　田

　里

　志

湯
之
原

　一

　郎

○

○

○

○

新

　福

　愛

　子

竹

　下

　日
出
志

3/19

議
　員
　名

市政クラブ姶輝
公明党
姶 良
市議団

会派

■本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）

定例会

3/29
臨時会

賛
成

定
例
会
で
の

賛
成
討
論

特
別
委
員
会
で
の
議
員
間
討
議

１
．高
等
教
育
機
関
設
置
準
備

〇
次
の
段
階
へ
進
ま
な
い
と
い
け
な
い
時
期
だ
。

〇
立
ち
止
ま
り
、取
り
下
げ
る
勇
気
も
必
要
で
あ
る
。

〇
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
も
検
討
し
て
い
る
。状
況

は
進
ん
で
い
る
。

２
．企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

〇
目
標
を
定
め
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

〇
も
っ
と
人
員
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業

〇
加
治
木
支
所
等
の
建
設
や
付
随
す
る
道
路
、
子
ど
も

館
等
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

〇
予
算
金
額
に
つ
い
て
は
、疑
義
は
無
い
。

４
．野
球
教
室

〇
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
落
ち
着
い
た
あ
と
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。

〇
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
る
い
い
企
画
で
あ
る
。

〇
な
ん
で
今
な
の
か
、
な
ん
で
亜
細
亜
大
学
な
の
か
、

唐
突
感
が
あ
る
。

〇
他
に
も
ス
ポ
ー
ツ
系
の
新
規
事
業
が
あ
る
。野
球
教

室
だ
け
認
め
な
い
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。

3/19

反
対

定
例
会
で
の

反
対
討
論

3/19

反
対

臨
時
会
で
の

反
対
討
論

3/29

賛
成

臨
時
会
で
の

賛
成
討
論

3/29

※議長職は表決に参加しない。
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その時、議会は？ その時、議会は？令和３年度一般会計予算 令和３年度一般会計予算

議
会
の
判
断「
　
　
　
」の
議
員
の
主
張

「
予
算
特
別
委
員
会（
３
月
16
日
）」・「
定
例
会（
３
月
19
日
）」・「
臨
時
会（
３
月
29
日
）」そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
・
討
論
は…

 

そ
の
時

和
田
里
志
議
員

　
予
算
案
を
修
正
や
付
帯
決

議
を
つ
け
る
こ
と
な
く
否
決

す
る
と
い
う
行
為
は
、
新
年

度
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
経
費
が
、
議
会
の
議
決

が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
そ
の

義
務
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
市
民
生
活
や
経
済

に
即
影
響
が
出
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
行
え
な
く
な
り
、

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

森
川
和
美
議
員

　
こ
の
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
、
新
庁
舎
建
設
を
確
実
に

進
め
、
無
駄
を
省
き
必
要
な

所
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
公
平
に

配
分
さ
れ
、
市
民
の
生
活
を

守
る
予
算
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
削
減
部
分
も
あ
る
が
無

駄
を
省
い
た
結
果
で
あ
り
問

題
は
な
い
。

湯
之
原
一
郎
議
員

　
多
く
の
事
業
で
減
額
さ
れ

て
は
い
る
が
、
実
績
を
参
考

に
し
て
、
市
民
生
活
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
留
め
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
達
へ

の
心
理
的
影
響
は
大
き
い
。

野
球
教
室
は
、
現
役
プ
ロ
野

球
選
手
に
触
れ
合
う
こ
と
で
、

子
ど
も
達
が
元
気
と
明
る
さ

を
取
り
戻
し
、
夢
を
大
き
く

羽
ば
た
か
せ
る
切
っ
掛
け
に

な
る
。

𠮷
村
賢
一
議
員

　
市
長
の
修
正
削
減
の
決
断

を
評
価
す
る
。
ま
た
市
民
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
整
備
予
算
が

当
初
予
算
に
追
加
さ
れ
た
。

本
庁
舎
・
福
祉
は
、
今
後
注

視
し
て
い
く
。

小
山
田
邦
弘
議
員

　
前
回
と
２
点
変
っ
た
。
１

つ
は
政
策
的
予
算
の
削
除
。

も
う
一
つ
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
算
が
追
加
に
な
っ
た
こ
と
。

子
ど
も
館
関
係
予
算
も
控
え

て
ほ
し
か
っ
た
が
、
市
民
の

生
活
・
生
命
を
守
る
予
算
で

あ
る
。

𠮷
村
賢
一
議
員

　
県
内
一
高
い
経
常
収
支
比

率
、
コ
ロ
ナ
禍
で
歳
入
減
や
地

方
交
付
税
の
先
行
き
不
安
で
縮

減
予
算
の
中
、
新
庁
舎
建
設
事

業
は
増
額
傾
向
で
あ
る
。

　
福
祉
・
教
育
予
算
が
減
る
一

方
、
野
球
教
室
が
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、
地
元
野
球
チ
ー
ム

と
調
整
す
べ
き
で
あ
る
。

堂
森
忠
夫
議
員

　
本
庁
舎
は
免
震
構
造
を
止

め
て
耐
震
構
造
を
求
め
る
。

免
震
構
造
は
高
層
建
物
に
有

利
で
あ
り
、
５
階
建
て
は
耐

震
構
造
で
十
分
。
ま
た
、
免

震
構
造
は
多
額
な
建
設
費
用

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が
５

年
毎
に
か
か
る
。

有
川
洋
美
議
員

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
人
数
減
少
、
学
校

給
食
施
設
整
備
費
の
先
送
り
、

福
祉
バ
ス
の
受
益
者
負
担
等
、

市
民
が
我
慢
す
る
予
算
と
な
っ

て
い
る
。
削
減
予
算
な
の
に
、

野
球
教
室
、
子
ど
も
館
、
高
等

教
育
機
関
等
の
予
算
は
計
上
さ

れ
て
い
る
。

小
山
田
邦
弘
議
員

　
多
く
の
箱
物
の
維
持
管
理

で
縮
減
が
さ
れ
て
い
る
が
、

高
い
経
常
収
支
比
率
は
今
後

も
続
き
、
時
間
と
と
も
に
維

持
管
理
費
も
増
大
す
る
。
今

は
、
基
本
的
に
箱
物
は
作
る

べ
き
で
は
な
い
。

　
特
に
子
ど
も
館
建
設
は
上

位
計
画
で
あ
る
公
共
施
設
再

配
置
計
画
と
整
合
性
が
読
み

取
れ
な
い
。

　
ま
た
執
行
部
と
市
長
の
答

弁
に
不
一
致
を
感
じ
た
。
一

枚
岩
に
な
っ
て
い
な
い
状
態

で
進
め
る
こ
と
は
大
変
不
安

で
あ
る
。

堀
広
子
議
員

　
国
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
個
人
情
報
を
国
に
集
積
・

管
理
す
る
も
の
で
、
効
率
的

な
面
も
あ
る
が
、
窓
口
業
務

の
削
減
、
デ
ジ
タ
ル
格
差
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
侵
害
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
か
ら
問
題

が
あ
る
。
厳
し
い
財
政
の
下

で
唐
突
な
プ
ロ
野
球
選
手
の

野
球
教
室
開
催
は
先
に
延
ば

し
、
今
は
感
染
防
止
に
集
中

す
べ
き
で
あ
る
。

堂
森
忠
夫
議
員

　
本
庁
舎
を
免
震
構
造
に
す

る
と
、
約
２
億
円
工
事
費
が

高
く
な
り
、
５
年
毎
に
約
７

千
万
円
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
が
か
か
る
。
将
来
は
10
億

円
ぐ
ら
い
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
用
に
な
る
の
で
免
震
構
造

に
反
対
す
る
。

有
川
洋
美
議
員

　
一
部
予
算
が
削
減
さ
れ
一

定
の
評
価
は
す
る
。
し
か
し
、

教
育
・
福
祉
予
算
の
改
善
が

見
ら
れ
な
い
。
市
民
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
っ
た
予
算
に

な
っ
て
い
な
い
。

堀
広
子
議
員

　
大
型
公
共
事
業
の
導
入
で
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
福
祉
、

教
育
予
算
が
削
減
さ
れ
て
い

る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
た

め
、
高
齢
者
施
設
等
で
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
予
算
が
無
い
こ
と
。

ま
た
37
件
の
実
施
計
画
の
先

送
り
は
市
民
生
活
に
影
響
を

与
え
る
。

無会派

有

　川

　洋

　美

×
×

小
山
田

　邦

　弘

×

○

堀

　
　
　広

　子

×
×

田

　口

　幸

　一

×
×

市民くらぶ

峯

　下

　
　
　洋

×
×

湯

　川

　逸

　郎

○

○

上

　村

　
　
　親

×

○

𠮷

　村

　賢

　一

×

○

志成会

松

　元

　卓

　也

×

○

国

　生

　
　
　卓

×
○

萩

　原

　哲

　郎
×

○

谷

　口

　義

　文
×

○

森

　川

　和

　美

○

○

堂

　森

　忠

　夫

×
×

岩

　下

　陽
太
郎

○

○

○

○

○

○

○

○
※

※

○

○

○

○

犬

　伏

　浩

　幸

鈴

　木

　俊

　二

湯

　元

　秀

　誠

東
馬
場

　
　
　弘

和

　田

　里

　志

湯
之
原

　一

　郎

○

○

○

○

新

　福

　愛

　子

竹

　下

　日
出
志

3/19

議
　員
　名

市政クラブ姶輝
公明党
姶 良
市議団

会派

■本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×）

定例会

3/29
臨時会

賛
成

定
例
会
で
の

賛
成
討
論

特
別
委
員
会
で
の
議
員
間
討
議

１
．高
等
教
育
機
関
設
置
準
備

〇
次
の
段
階
へ
進
ま
な
い
と
い
け
な
い
時
期
だ
。

〇
立
ち
止
ま
り
、取
り
下
げ
る
勇
気
も
必
要
で
あ
る
。

〇
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
も
検
討
し
て
い
る
。状
況

は
進
ん
で
い
る
。

２
．企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

〇
目
標
を
定
め
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

〇
も
っ
と
人
員
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業

〇
加
治
木
支
所
等
の
建
設
や
付
随
す
る
道
路
、
子
ど
も

館
等
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

〇
予
算
金
額
に
つ
い
て
は
、疑
義
は
無
い
。

４
．野
球
教
室

〇
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
落
ち
着
い
た
あ
と
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。

〇
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
る
い
い
企
画
で
あ
る
。

〇
な
ん
で
今
な
の
か
、
な
ん
で
亜
細
亜
大
学
な
の
か
、

唐
突
感
が
あ
る
。

〇
他
に
も
ス
ポ
ー
ツ
系
の
新
規
事
業
が
あ
る
。野
球
教

室
だ
け
認
め
な
い
の
は
矛
盾
し
て
い
る
。

3/19

反
対

定
例
会
で
の

反
対
討
論

3/19

反
対

臨
時
会
で
の

反
対
討
論

3/29

賛
成

臨
時
会
で
の

賛
成
討
論

3/29

※議長職は表決に参加しない。
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本
会
議

（
議
案
上
程
・
委
員
会
付
託
・

委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・

採
決
等
）

●
初
め
て
の
傍
聴
、
活
発
な

討
議
、
勉
強
に
な
っ
た
。

次
も
傍
聴
し
た
い
。

●
賛
成
派
、
反
対
派
と
も
至

極
真
っ
当
な
意
見
で
あ
る

と
感
じ
た
。
議
員
の
皆
さ

ん
は
賛
否
の
討
論
を
聞
き
、

自
分
な
り
の
答
え
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

難
し
い
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

●
賛
成
も
反
対
も
そ
れ
ぞ
れ

熱
が
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
の

立
場
に
も
共
感
し
た
。
一

般
会
計
予
算
が
否
決
さ
れ

た
こ
と
で
、
特
別
会
計
や

も
と
も
と
あ
っ
た
議
案
が

審
議
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
の
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

質
疑
な
し
で
成
立
し
て
し

ま
う
議
案
に
も
驚
い
た
。

●
こ
ん
な
市
議
の
人
た
ち
で

は
、
我
々
姶
良
市
に
暮
ら

し
て
い
く
に
は
先
行
き
不

安
で
あ
る
。

●
野
球
教
室
「
な
ぜ
今
、
な

ぜ
亜
細
亜
大
学
、
唐
突
感
」

共
通
理
解
が
得
ら
れ
な
い

と
い
う
が
、
得
よ
う
と
し

て
い
な
い
の
で
は
。
昨
年

実
施
予
定
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
知
っ

て
い
れ
ば
こ
の
議
論
は
お

か
し
い
。「
唐
突
感
や
議
場

で
聞
け
な
か
っ
た
」
と
い

う
の
は
、
努
力
し
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
。

●
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算

案
を
否
決
し
て
、
令
和
３

年
度
の
市
民
生
活
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、

市
民
の
代
表
と
し
て
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
５
日
〜
10
日

●
良
く
精
査
し
て
質
問
す
る
議

員
に
は
感
心
す
る
が
、
答
弁

者
側
の
発
言
は
具
体
性
と
力

強
さ
に
欠
け
る
気
が
す
る
。

●
各
議
員
と
も
姶
良
市
を
思
う

気
持
ち
が
強
く
伝
わ
っ
た
。

普
段
何
も
考
え
ず
に
住
ん
で

い
る
が
、
道
路
や
公
園
等
見

直
せ
ば
問
題
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
勉
強
に
な
っ
た
。

●
初
め
て
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

た
。「
こ
ん
な
に
も
熱
弁
が

激
し
い
も
の
か
。」
生
で
臨

場
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。

●
議
員
の
皆
さ
ん
が
資
料
を

し
っ
か
り
と
見
て
、
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
議
会
で
発
言

す
る
姿
は
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
た
。

●
質
問
・
答
弁
と
も
に
議
論
が

深
ま
ら
ず
残
念
。

●
市
の
予
算
の
使
い
方
に
つ
い

て
、
更
に
細
分
化
し
、
市
民

に
も
わ
か
り
や
す
く
明
確
化

し
て
欲
し
い
。

はた

今回は、延べ160人の傍聴者がありました。ネッ
ト中継等をご覧いただいている方々も含めて、議
会に関心を持っていただいていることに対し、厚
く御礼申し上げます。
　傍聴席から寄せられたご意見等の一部を掲載し
ます。
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① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
か
か
る
経
費

② 

市
内
の
医
療
機
関
へ
の
新
規

入
院
患
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
費
用
助
成

③ 

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
郷
で
き
な

か
っ
た
県
外
に
住
ん
で
い

る
学
生
へ
一
人
あ
た
り

５
千
円
相
当
の
特
産
品
を

お
届
け

④ 
第
４
弾
事
業
継
続
支
援
金

　 
一
律
10
万
円
支
給

⑤ 

令
和
２
年
３
月
か
ら
１
年
間

の
間
に
、
新
た
に
起
業
し
た

事
業
者
に
一
律
20
万
円
支
給

⑥ 

龍
門
滝
、
重
富
海
岸
、
蒲
生

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
姶
良

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
公
園
の

ト
イ
レ
整
備

⑦ 

避
難
所
等
に
お
け
る
感
染
症

対
策
の
た
め
感
染
症
防
止
用

品
の
備
蓄
倉
庫
を
設
置

⑧ 

小
中
学
校
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
の
保
健
衛
生
用
品
等
の
購

入
経
費
支
援

　「
く
す
の
湯
」
の
泉
源
水

位
の
異
常
値
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
水
位
計
の
故
障
の
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
引
き
揚

げ
て
、
確
認
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
以
前
、
揚
湯
ポ
ン
プ
の
故

障
が
あ
り
、
今
度
は
水
位
計

の
故
障
と
思
わ
れ
る
と
の
こ

と
で
、
多
く
の
質
疑
が
出
ま

し
た
。

 

設
置
し
て
１
年
も
経
っ

て
い
な
い
水
位
計
で
あ
る
。
保

証
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

１
年
間
の
保
証
が
付
い

て
い
る
。
引
き
揚
げ
て
み
て

故
障
原
因
の
判
断
を
す
る
。

 

施
工
業
者
は
水
位
計
の

故
障
の
有
無
を
正
確
に
判
断

で
き
る
の
か
。

 

施
工
し
た
業
者
が
水
位

計
を
引
き
揚
げ
、
メ
ー
カ
ー

に
送
り
、
詳
細
な
調
査
を
し

て
も
ら
い
、
調
査
書
を
つ
け

て
送
り
返
し
て
も
ら
う
。

　
報
告
事
項
に
、
疑
義
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
専
門
家
を

た
て
て
検
討
す
る
。

 

こ
の
よ
う
な
施
設
の
場

合
に
は
、
最
初
か
ら
引
揚
工

事
を
予
算
化
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

 

検
討
し
て
い
く
。

く
す
の
湯

　
令
和
３
年
度
　
特 

別 

会 

計

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定

　
92
億
８
６
７
５
万
６
千
円

　
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
金
が

　
上
限
３
万
５
千
円
か
ら
２
万
５
千
円
に

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘
定

　
４
３
３
９
万
８
千
円

　
北
山
診
療
所
等
の
運
営
等
に
係
る
経
費

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
11
億
７
３
８
６
万
２
千
円

高
齢
者
が
増
え
、
長
寿
検
診
受
診
者
数

も
増
加

■
介
護
保
険
特
別
会
計
保
険
事
業
勘
定

　
70
億
３
９
８
０
万
２
千
円

　
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
増
加

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

　
４
７
７
８
万
１
千
円

介
護
予
防
支
援
専
門
員
の
期
末
手
当
が

満
額
支
給

■
農
林
業
労
働
者
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

　
１
８
４
万
８
千
円

　
農
林
作
業
中
の
事
故
等
に
対
す
る
救
済

■
水
道
事
業
会
計

　
施
設
整
備
、
老
朽
管
の
更
新
等
の
経
費

■
下
水
道
事
業
会
計

　
地
域
下
水
処
理
事
業

　
農
業
集
落
排
水
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
市
民
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
姶
良
市
は
補
正
予

算
を
速
や
か
に
計
上
し
、議
会
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
令
和
２
年
度
　
補 

正 

予 

算姶良ニュータウン中央公園

水位計の引揚作業
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都市計画の基本方針に基づ
き、道路・公園等の整備とま

ちづくりを推進するとしているが、
その結果と実態を問う。

姶良市都市計画マスタープラン
に基づき、立地適正化計画の

策定や、用途地区の指定や見直し、
都市計画道路の見直しを行ってい
る。
　これらの基盤整備により、交通網
体系や、市民の憩いの場の拡充が
図られ、誰もが安心して暮らし続け
ることのできる、利便性の高い都市
づくりが進められていると考えてい
る。
　帖佐第２地区の土地区画整理につ
いては、地域の実態、財政状況を踏
まえ、引き続き調査・研究していく。

● 第３次姶良市実施計画

問

その他の質問

都市計画

基本方針とまちづくり

立地適正化計画の策定
や見直しを行っている市長

和田 里志
市政クラブ姶輝

蒲生町下久徳早馬交差点の定
周期信号設置について、市民

の要望に応えるべく、警察と情報
共有されていると思うが、どのよ
うな合意形成に向けた取り組みが
なされているか問う。

関係機関と協議しながら予算
確保に努め、設計の見直しを

行う方向で検討している。

外国人労働者の受け入れ
外国人労働者の日常生活環境
について、市としてどのよう

な支援策に取り組んでいるか問う。
どのような支援が求められて
いるのか、受け入れ企業など

とも連携を図りながら調査してい
く。

早馬交差点

早期の信号機設置を
図れ　　　　　　　

検討を進めている市長

国生  卓
志成会

２０２４年以降の大河ドラマ化
実現に向け、PR活動に取り組

んでもらいたい。
昨年島津義弘公ゆかりの地あ
いらPRプロジェクト実行委員会

において、マンガでたどる戦国武将島
津義弘を作成し、教育委員会は、小
学高学年向きに「島津義弘物語」を
配布している。また、マスメディアへ
の働きかけや、各市町の大河ドラマ
化誘致委員会との連携を図りなが
ら、活動を継続する。

地球温暖化対策
地球温暖化の傾向をどのよう
に捉え、どの程度取り組んでい

るか。
国は、２０５０年までに温室効果ガス
排出ゼロを目指すと表明している。

　本市も農作物の生育不良、集中豪
雨や台風による被害、熱中症といっ
た健康被害等、市民生活への影響を
危惧している。市は、実行計画に従
い節電や冷暖房機器の温度管理、
クールビズ、ウォームビズ等を行うと
共に、温室効果ガス排出量実績を
ホームページに公開している。

義
弘
公

大
河
ド
ラ
マ
化
Ｐ
Ｒ
を

活
動
を
継
続
す
る

市
長

𠮷村 賢一
市民くらぶ

利便性の高い都市づくりが求められる

答

問

答

問

答

問

答

問

答

市民目線で21人が市政を質す
姶良市議会 ｜ 一般質問

一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。掲載内容は、各議員
本人が質問と答弁を要約したものです。
一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。掲載内容は、各議員
本人が質問と答弁を要約したものです。

し     まち

はや    ま

定周期信号設置がほしい下久徳早馬交差点

「世界の年平均気温推移」（気象庁）

二次元バーコードをスマート
フォンのQRコードリーダーで読
み取ることで、一般質問の録画
中継がご覧いただけます。

　
市
立
保
育
所
民
営
化
実

施
計
画
に
基
づ
き
、「
民

間
移
管
に
係
る
法
人
選
考

委
員
会
」
で
、
移
管
先
法

人
の
募
集
、
候
補
者
の
選

考
を
行
い
、
４
法
人
に
移

管
す
る
事
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
移
管
先
法
人
の
初
期
投

資
を
極
力
軽
減
す
る
こ
と

で
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、

建
物
は
無
償
譲
渡
と
す
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

財
政
課
は
、
無
償
譲

渡
が
適
切
か
、
否
か
に
つ

い
て
協
議
の
過
程
で
判
断

し
な
い
の
か
。

財
政
課
が
判
断
す
る

も
の
で
は
な
い
。
市
立
保

育
所
民
営
化
実
施
計
画
と

い
う
政
策
を
推
進
す
る
た

め
に
、
財
政
面
で
も
ト
ー

タ
ル
的
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
確
認
し
た
。

　
土
地
開
発
基
金
条
例
の
基
金
額

「
10
億
６
６
１
０
万
５
千
円
」
を
「
５
億
円
」

に
改
め
、
５
億
円
を
除
い
た
額
は
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
基
金
条
例
を
制
定
し
、
新
た

な
基
金
に
積
み
立
て
ま
す
。

　
こ
の
新
規
条
例
に
よ
り
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く
、
施
設
の
長
寿

命
化
や
施
設
総
量
縮
減
の
た
め
に
建
物
の

統
廃
合
や
除
却
な
ど
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
財

源
に
充
て
ま
す
。

土
地
開
発
基
金
を
５
億
円
に
変
更
す

る
が
、
今
後
こ
の
金
額
で
目
的
を
十
分
に

果
た
せ
る
か
。

５
億
円
あ
れ
ば
、
こ
の
先
ず
っ
と
十

分
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
や
が
て
景

気
が
良
く
な
り
、
民
間
も
市
も
土
地
を
積

極
的
に
取
得
す
る
よ
う
な
社
会
情
勢
と
な

る
よ
う
な
時
に
は
、
基
金
を
増
額
す
る
可

能
性
は
あ
る
。

大楠ちびっ子園
➡社会福祉法人太陽の風

重富保育所
➡社会福祉法人クオラ

加治木保育所
➡社会福祉法人たちばな会

帖佐保育所
➡社会福祉法人建昌福祉会

４
市
立
保
育
所
の
無
償
譲
渡
を
議
決

・
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基

金
条
例
の
制
定

人
権
擁
護
委
員
久
保
山
靖
氏
、
湯
川
忠
治
氏
の
推
薦
に

つ
い
て
適
任
と
答
申

公
平
委
員
会
委
員
山
本
敬
生
氏
の
再
任
に
同
意

前
畠
実
副
市
長
の
退
任
に
伴
い
、

宮
田
昭
二
氏
の
副
市
長
選
任
に
同
意

市
役
所
を
退
職
し
、
外
郭
団
体
職
員

の
宮
田
氏
の
選
任
を
提
案
し
た
大
き
な
要

因
は
何
か
。

宮
田
氏
は
、
非
常
に
識
見
が
高
く
、

企
画
部
長
当
時
の
２
年
間
様
々
な
と
こ
ろ

で
支
え
て
も
ら
っ
た
。

　
職
員
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
姶
良
市

に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
十
分
に
認
識
し
て

い
る
と
実
感
し
て
お
り
、
今
回
推
挙
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

●
宮
田
昭
二
氏
の
略
歴

　
姶
良
市
農
林
水
産
部
長

　
企
画
部
長

市
退
職
後
は
土
地
開
発
公
社

　
事
務
局
次
長
を
歴
任

久保山 靖氏（再任）

山本 敬生氏（再任）

湯川 忠治氏（新任）

人　事

条　例

財　産

姶良市議会だより
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都市計画の基本方針に基づ
き、道路・公園等の整備とま

ちづくりを推進するとしているが、
その結果と実態を問う。

姶良市都市計画マスタープラン
に基づき、立地適正化計画の

策定や、用途地区の指定や見直し、
都市計画道路の見直しを行ってい
る。
　これらの基盤整備により、交通網
体系や、市民の憩いの場の拡充が
図られ、誰もが安心して暮らし続け
ることのできる、利便性の高い都市
づくりが進められていると考えてい
る。
　帖佐第２地区の土地区画整理につ
いては、地域の実態、財政状況を踏
まえ、引き続き調査・研究していく。

● 第３次姶良市実施計画

問

その他の質問

都市計画

基本方針とまちづくり

立地適正化計画の策定
や見直しを行っている市長

和田 里志
市政クラブ姶輝

蒲生町下久徳早馬交差点の定
周期信号設置について、市民

の要望に応えるべく、警察と情報
共有されていると思うが、どのよ
うな合意形成に向けた取り組みが
なされているか問う。

関係機関と協議しながら予算
確保に努め、設計の見直しを

行う方向で検討している。

外国人労働者の受け入れ
外国人労働者の日常生活環境
について、市としてどのよう

な支援策に取り組んでいるか問う。
どのような支援が求められて
いるのか、受け入れ企業など

とも連携を図りながら調査してい
く。

早馬交差点

早期の信号機設置を
図れ　　　　　　　

検討を進めている市長

国生  卓
志成会

２０２４年以降の大河ドラマ化
実現に向け、PR活動に取り組

んでもらいたい。
昨年島津義弘公ゆかりの地あ
いらPRプロジェクト実行委員会

において、マンガでたどる戦国武将島
津義弘を作成し、教育委員会は、小
学高学年向きに「島津義弘物語」を
配布している。また、マスメディアへ
の働きかけや、各市町の大河ドラマ
化誘致委員会との連携を図りなが
ら、活動を継続する。

地球温暖化対策
地球温暖化の傾向をどのよう
に捉え、どの程度取り組んでい

るか。
国は、２０５０年までに温室効果ガス
排出ゼロを目指すと表明している。

　本市も農作物の生育不良、集中豪
雨や台風による被害、熱中症といっ
た健康被害等、市民生活への影響を
危惧している。市は、実行計画に従
い節電や冷暖房機器の温度管理、
クールビズ、ウォームビズ等を行うと
共に、温室効果ガス排出量実績を
ホームページに公開している。

義
弘
公

大
河
ド
ラ
マ
化
Ｐ
Ｒ
を

活
動
を
継
続
す
る

市
長

𠮷村 賢一
市民くらぶ

利便性の高い都市づくりが求められる

答

問

答

問

答

問

答

問

答

市民目線で21人が市政を質す
姶良市議会 ｜ 一般質問

一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。掲載内容は、各議員
本人が質問と答弁を要約したものです。
一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。掲載内容は、各議員
本人が質問と答弁を要約したものです。

し     まち

はや    ま

定周期信号設置がほしい下久徳早馬交差点

「世界の年平均気温推移」（気象庁）

二次元バーコードをスマート
フォンのQRコードリーダーで読
み取ることで、一般質問の録画
中継がご覧いただけます。
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本庁舎建設の事業予算は、最
終的にどれ位か。基金積立額や

毎年の市債の返済額を示せ。
本庁舎の建設事業費は、現在の
ところ７５億円を見込んでいる。

　令和３年度の当初予算は、本庁舎
本体建設費を計上し、４年度と５年度
に立体駐車場、付属棟、外構工事、備
品購入費を計上する予定である。
　市庁舎建設基金の令和２年度末の
現在高は、５億７６７９万５千円。市債の
元利償還額の推計は、返済期間が２０
年の場合、ピーク年度でおよそ３億１２
００万円。３０年の場合は、ピーク年度で
２億１４００万円と試算している。

本庁舎東側に立体駐車場を計
画中だが、２号館南側の駐車場

が全体的な利便性や財政的な角度
から判断すると、効率が良いので
は。

窓口サービスは本庁東側に集約
する。道路を横断する危険性が

回避されるため、東側が望ましいと考え
ている。

問

本庁舎建設

最終的な予算は

堂森 忠夫

デジタル行政はどのように推
進するのか。
市行財政改革推進本部に「デ
ジタル行政改革部会」を新設

し、全庁的・横断的な体制を整備
しながら、総合的な企画・調整およ
び推進等を図る。市民目線を念頭に
した、人にやさしいデジタル化を進
めていきたい。

自治体によっては手軽に、ス
マホ等で使えるアプリを開発

して、市民サービスの利便性を高め
ているところもあるが、どのように
考えるか。

他自治体の事例等を参考に、
調査・研究していく。

校務支援システム等の導入で
教職員の働き方改革は進むか。
業務を電子化することで、学期
末や進級時における業務改善

や日々の児童・生徒の学校生活にお
いて、情報共有することなどで、働
き方改革に大き
く貢献すること
になると考えて
いる。

施政方針

デジタル行政推進

市民目線を念頭に市長

峯下  洋
市民くらぶ

ワクチン接種は、病院や施設に
入院、入所中の人、持病のある

人は、かかりつけ医で接種可能か。
　重い副反応が生じる場合も想定
されるが、その対応、体制は。

施設の入所者や入院中の方、治
療中の方も、主治医に相談しな

がら個別に接種できるよう体制を整え
ている。
　副反応については、他の予防接種
でも稀に起こることがあると言われてお
り、これまでも医療機関が対応策を講じ
ている。
　今回の接種に際しても接種場所に
15分から３０分の待機の必要性を周知
していく。

事業再生構築補助金
コロナ禍の影響でやむなく事
業転換や、新分野開拓に進める

政府の補助金を活用できないか。
市としては、本事業をお知らせす
る案内等を、市のホームページや

企業訪問時に周知し、商工会とも連携
していく。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

か
か
り
つ
け
医
で
可
能
か

体
制
を
整
え
て
い
る

市
長

森川 和美
志成会

答

問

答

白銀坂登山道は中腹から山頂
にトイレが無いが、トイレの設

置を問う。
山頂部及び山腹は民有地であ
り、土地所有者や白銀坂を共同

管理する鹿児島市とともに、トイレ設置
の可能性について模索していく。

「JTの森」は周りの木が茂り景
観が悪い。見晴台の設置を日

本たばこ産業にお願いする考えはな
いか。

樹木の成長により眺望域が狭く
なった。今後、日本たばこ産業と

の話し合いの中で眺望の確保につい
て考えていく。

住宅外壁汚れ問題
当該事業所は山之口自治会被
害者住宅を一軒一軒訪問し、黒

ずみを出さないよう改善するとのこ
とであった。今後の改善策を問う。

新型コロナウイルス感染症対応
等により10件程度の訪問にとど

まっているとのことである。当該事業所
に対し、誠意を持って地域の方々に対
応されるようにお願いしていく。

● 道路改善対策と整備計画

問

その他の質問

登山道

白銀坂トイレ設置

可能性について模索市長

萩原 哲郎

答

問

答

問

答

問

答

問

問

答

答

問

答

問

答

７５億円を見込む市長

市の継続的な発展・活性化の
ためには、若者達の声を、もっ

と政策に反映させていくことが重要
と考える。
　そのためには少子高齢化で減少し
ていく若者を、企業誘致等で働く
場所を増やし、定住を推し進め、
また多くの若者の声を聴いていくな
ど、仕組みが必要になってくる。
　そこで仕組みづくりを進めるため
オンリーワンの政策として仮称「若
者応援基本条例」を制定する考え
はないか問う。

子ども若者が健全な生活を営
むための政策の実現には、気

運醸成を図るため行政だけでなく市
民、関係団体、事業者など、あらゆ
る主体が当事者として取り組むこと
が必要であると考える。
　条例については、全庁的な政策と
して、また、あらゆる主体が同じ方
向性を長期的に継続して共有するこ
とが必要であることから今後、調
査・研究をしていく。

発
展
・
活
性
化

若
者
応
援
条
例
制
定
を
！

気
運
醸
成
の
た
め
調
査
研
究

を
進
め
る

市
長

鈴木 俊二
市政クラブ姶輝

市の未来は若者の声が必要

問

答

大型グラウンドゴルフ場の場
所はどこになるのか。また、

使用料はどのようになるのか。
大型グラウンドゴルフ場の整
備については、第２次総合計

画の重点プロジェクトにも位置づ
け、その設置に向けた検討を進め
つつある。
　設置場所の検討については、市
民のみなさまが望む良質な施設を
目指しながらも、一方でコスト削
減に努めることも念頭に置くこと
が必要であると考えている。
　市有地の有効活用が図られる、
高岡公園周辺などを、有効な候補
地として検討を進めていく。
　また、使用料については、受益
者負担の原則に基づき、今のとこ
ろ有料になると見込んでいる。

市
長
公
約

大
型
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

高
岡
公
園
周
辺
を
候
補
地

と
し
て
検
討

市
長

田口 幸一

問

答

姶良市議会 ｜ 一般質問

十
数
年
経
っ
て
も
解
決
の
め

ど
が
立
た
な
い
外
壁
汚
れ

候補地となっている高岡公園近くの市有地

● 公立短期大学の設置
● 子ども館の設立
● 市道の修復

その他の質問

志成会 志成会

２号館南駐車場

● 今後のコロナ対策
● 市内の事業者看板
● 施政方針

その他の質問

● コロナワクチン接種
その他の質問

ワ
ク
チ
ン
接
種
ク
ー
ポ
ン
券

大
切
に
保
管
を
！

強い味方の支援システム
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本庁舎建設の事業予算は、最
終的にどれ位か。基金積立額や

毎年の市債の返済額を示せ。
本庁舎の建設事業費は、現在の
ところ７５億円を見込んでいる。

　令和３年度の当初予算は、本庁舎
本体建設費を計上し、４年度と５年度
に立体駐車場、付属棟、外構工事、備
品購入費を計上する予定である。
　市庁舎建設基金の令和２年度末の
現在高は、５億７６７９万５千円。市債の
元利償還額の推計は、返済期間が２０
年の場合、ピーク年度でおよそ３億１２
００万円。３０年の場合は、ピーク年度で
２億１４００万円と試算している。

本庁舎東側に立体駐車場を計
画中だが、２号館南側の駐車場

が全体的な利便性や財政的な角度
から判断すると、効率が良いので
は。

窓口サービスは本庁東側に集約
する。道路を横断する危険性が

回避されるため、東側が望ましいと考え
ている。

問

本庁舎建設

最終的な予算は

堂森 忠夫

デジタル行政はどのように推
進するのか。
市行財政改革推進本部に「デ
ジタル行政改革部会」を新設

し、全庁的・横断的な体制を整備
しながら、総合的な企画・調整およ
び推進等を図る。市民目線を念頭に
した、人にやさしいデジタル化を進
めていきたい。

自治体によっては手軽に、ス
マホ等で使えるアプリを開発

して、市民サービスの利便性を高め
ているところもあるが、どのように
考えるか。

他自治体の事例等を参考に、
調査・研究していく。

校務支援システム等の導入で
教職員の働き方改革は進むか。
業務を電子化することで、学期
末や進級時における業務改善

や日々の児童・生徒の学校生活にお
いて、情報共有することなどで、働
き方改革に大き
く貢献すること
になると考えて
いる。

施政方針

デジタル行政推進

市民目線を念頭に市長

峯下  洋
市民くらぶ

ワクチン接種は、病院や施設に
入院、入所中の人、持病のある

人は、かかりつけ医で接種可能か。
　重い副反応が生じる場合も想定
されるが、その対応、体制は。

施設の入所者や入院中の方、治
療中の方も、主治医に相談しな

がら個別に接種できるよう体制を整え
ている。
　副反応については、他の予防接種
でも稀に起こることがあると言われてお
り、これまでも医療機関が対応策を講じ
ている。
　今回の接種に際しても接種場所に
15分から３０分の待機の必要性を周知
していく。

事業再生構築補助金
コロナ禍の影響でやむなく事
業転換や、新分野開拓に進める

政府の補助金を活用できないか。
市としては、本事業をお知らせす
る案内等を、市のホームページや

企業訪問時に周知し、商工会とも連携
していく。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
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け
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能
か

体
制
を
整
え
て
い
る

市
長

森川 和美
志成会

答

問

答

白銀坂登山道は中腹から山頂
にトイレが無いが、トイレの設

置を問う。
山頂部及び山腹は民有地であ
り、土地所有者や白銀坂を共同

管理する鹿児島市とともに、トイレ設置
の可能性について模索していく。

「JTの森」は周りの木が茂り景
観が悪い。見晴台の設置を日

本たばこ産業にお願いする考えはな
いか。

樹木の成長により眺望域が狭く
なった。今後、日本たばこ産業と

の話し合いの中で眺望の確保につい
て考えていく。

住宅外壁汚れ問題
当該事業所は山之口自治会被
害者住宅を一軒一軒訪問し、黒

ずみを出さないよう改善するとのこ
とであった。今後の改善策を問う。

新型コロナウイルス感染症対応
等により10件程度の訪問にとど

まっているとのことである。当該事業所
に対し、誠意を持って地域の方々に対
応されるようにお願いしていく。

● 道路改善対策と整備計画

問

その他の質問

登山道

白銀坂トイレ設置

可能性について模索市長

萩原 哲郎

答

問

答

問

答

問

答

問

問

答

答

問

答

問

答

７５億円を見込む市長

市の継続的な発展・活性化の
ためには、若者達の声を、もっ

と政策に反映させていくことが重要
と考える。
　そのためには少子高齢化で減少し
ていく若者を、企業誘致等で働く
場所を増やし、定住を推し進め、
また多くの若者の声を聴いていくな
ど、仕組みが必要になってくる。
　そこで仕組みづくりを進めるため
オンリーワンの政策として仮称「若
者応援基本条例」を制定する考え
はないか問う。

子ども若者が健全な生活を営
むための政策の実現には、気

運醸成を図るため行政だけでなく市
民、関係団体、事業者など、あらゆ
る主体が当事者として取り組むこと
が必要であると考える。
　条例については、全庁的な政策と
して、また、あらゆる主体が同じ方
向性を長期的に継続して共有するこ
とが必要であることから今後、調
査・研究をしていく。

発
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・
活
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化

若
者
応
援
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例
制
定
を
！

気
運
醸
成
の
た
め
調
査
研
究

を
進
め
る

市
長

鈴木 俊二
市政クラブ姶輝

市の未来は若者の声が必要

問

答

大型グラウンドゴルフ場の場
所はどこになるのか。また、

使用料はどのようになるのか。
大型グラウンドゴルフ場の整
備については、第２次総合計

画の重点プロジェクトにも位置づ
け、その設置に向けた検討を進め
つつある。
　設置場所の検討については、市
民のみなさまが望む良質な施設を
目指しながらも、一方でコスト削
減に努めることも念頭に置くこと
が必要であると考えている。
　市有地の有効活用が図られる、
高岡公園周辺などを、有効な候補
地として検討を進めていく。
　また、使用料については、受益
者負担の原則に基づき、今のとこ
ろ有料になると見込んでいる。
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長
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大
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岡
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と
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市
長

田口 幸一

問

答

姶良市議会 ｜ 一般質問

十
数
年
経
っ
て
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め

ど
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い
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汚
れ

候補地となっている高岡公園近くの市有地

● 公立短期大学の設置
● 子ども館の設立
● 市道の修復

その他の質問

志成会 志成会

２号館南駐車場

● 今後のコロナ対策
● 市内の事業者看板
● 施政方針

その他の質問

● コロナワクチン接種
その他の質問

ワ
ク
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ン
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種
ク
ー
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ン
券
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大型事業（蒲生複合新庁舎・全
天候型こども館）建設スケ

ジュールの見直しに至った経緯と、
見直し後の建設計画について問う。

新型コロナウイルス感染症の拡
大の影響が主な理由である。歳

入予算の大幅な下方修正が必要とな
り、方針転換を余儀なくされる状況に
なった。
　蒲生複合新庁舎は５年度に実施設
計の着手、６年度に建設工事の着工、
７年度の完成を想定している。

林業従事者確保策
定住促進事業を整備
姶良市は多くの森林面積を持
つが、林業従事者確保が大き

な課題となっている。どのような施
策を考えているか。

森林環境譲与税を活用した、作
業現場での安全管理に必要な

設備や、林業技術を習得するための研
修費の一部助成を行っている。令和３
年度から新たに、借家住まいの家賃助
成として「林業従事者定住促進事業」
を整備し、従事者確保に努める。

問

大型事業見直し

蒲生庁舎の完成時期

令和７年度を想定市長

湯之原 一郎

行政のデジタル化に対応する
人材の確保が必須となるが、

どのように考えているのか。
各分野において、デジタル化を
推進する人材を確保・育成する

ための研修会等を定期開催していく。
　また、デジタル化を推進する上で、
不足する知見については、地方公共
団体情報システム機構に派遣する職
員から情報収集等によって補いたいと
考えている。

ジオパーク
３市協議会で事業展開
今後の取り組みや計画などを
示せ。
桜島・錦江湾ジオパークのエリ
ア拡大認定にあたり、鹿児島

市・垂水市・姶良市の３市一体となっ
た事業展開を求められている。本市
では、広報誌にジオパークに関する記
事の掲載も予定している。

デジタル化

対応する人材の確保

定期的な研修で育成市長

岩下 陽太郎

行政事務における押印の省略・
廃止の考えは。
既に１６０の手続きで押印の義務
づけを省略している。今後指針を

見直し判断基準を作成する。
築50年以上経過した市営住宅
の解体及び土地の処分、地域

の要望等はどうなるのか。
市営住宅の用途廃止となった竹
下住宅、田中住宅、西岩原住宅、

重富中学校横住宅を解体、土地は公
売する。
　地域の要望は西岩原住宅を解体後
の一部を広場としてほしい要望がある。

大型グラウンドゴルフ場の場
所と設置について
コロナ禍の影響で事業を見直し
改めて検討し６年度に実施設計

する。
厳しい財政状況の中、各種施
設・事業の見直しが必要ではな

いか。
蒲生庁舎や全天候型こども館
は、歳入の減少で計画の延伸及

び事業規模の見直しをする。

施
政
方
針
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ロ
ナ
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の
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政
改
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出
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と
財
源
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市
長

上村  親

答

問

答

発達障がいのある子どもの、
悩みを共感したリ、子どもへ

の関わり方を助言するペアレントメ
ンターを育成できないか。

ペアレントメンターの育成は、
令和３年度に第２期障がい児

福祉計画を策定し、取り組む。
　発達障がいのある子どもの保護者
へのアンケートでは、「ペアレントメン
ターによる支援を希望する」が、
35.4％あり養成研修のあり方を検討
する。

自殺防止策
コロナ禍の中、悩みを抱える人
に寄り添う、自殺防止策を問う。
地域活動を担う方に、ゲートキー
パーの養成講座を実施している。

　また、中学生を対象に、悩みや困
難をひとりで抱え込まず周囲に相談
するストレスマネジメント講座を開催
している。

● ヘルプマークの啓発

問

その他の質問

発達障がい

ペアレントメンターの
育成　　　　　　　　

障がい児福祉計画を
策定市長

竹下 日出志
公明党市議団公明党市議団市民くらぶ

答

問

問

答

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

市民へ次世代自動車の普及拡
大や住宅等蓄電・放電設備等

の設置に取り組むため財政的支援
で普及に寄与できないか。

支援の在り方などについて、国
における補助制度などの情報を

幅広く収集するとともに、先行自治
体の事例等も含め、調査・研究して
いく。

2050年に二酸化炭素排出を
実質ゼロにするゼロカーボン

シティを表明する考えはないか。
脱炭素に向けた取り組みや推
進方法等と併せ、国の動向も

注視しながら、様々な角度から検討
していく。

次
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市
長

あなたも大切なゲートキーパー

松元 卓也

普及拡大が望まれる電気自動車

問

答

問

答

新型コロナ感染拡大防止策とし
て、学校・公共施設の水道蛇

口の自動水栓化の整備計画を問う。
学校施設は、今後も有効な補助
事業や大規模改修の導入に合

わせて設置を検討していく。
　新庁舎建設や公共施設の改築・改
修工事の際、自動水栓の設置やレ
バーへの変更を進めていく。

男女共同参画推進
男女共同参画課の取り組みを
更に実効性あるものとするた

め、企画部への組織編成を検討でき
ないか。

現在、新庁舎建設に向けた組
織編成を検討しており、企画部

への配置を予定している。
　また課名に「推進」という言葉を盛
り込むことも検討していくことを考えてい
る。
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市
長

新福 愛子

問

答

問

答

問

答

姶良市議会 ｜ 一般質問

あ
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ー

感染防止対策に広がる自動水栓

● 子宮頸がん予防ワクチン個別情報
提供

その他の質問

手入れの行き届いた杉山

解
体
が
決
ま
っ
た
西
岩
原

住
宅

● 報酬審議会の諮問
その他の質問

志成会

● 動物との公園利用について
その他の質問

市長

市長

デジタル化で行政手続きが圧倒的に簡単に・便利に
（出典：経済産業省）

市政クラブ姶輝市政クラブ姶輝

2050年に温室効果ガスの排出量
又は二酸化炭素を実質ゼロにするこ
とを目指す旨を表明した地方自治体
のこと。

《ゼロカーボンシティとは》
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大型事業（蒲生複合新庁舎・全
天候型こども館）建設スケ

ジュールの見直しに至った経緯と、
見直し後の建設計画について問う。

新型コロナウイルス感染症の拡
大の影響が主な理由である。歳

入予算の大幅な下方修正が必要とな
り、方針転換を余儀なくされる状況に
なった。
　蒲生複合新庁舎は５年度に実施設
計の着手、６年度に建設工事の着工、
７年度の完成を想定している。

林業従事者確保策
定住促進事業を整備
姶良市は多くの森林面積を持
つが、林業従事者確保が大き

な課題となっている。どのような施
策を考えているか。

森林環境譲与税を活用した、作
業現場での安全管理に必要な

設備や、林業技術を習得するための研
修費の一部助成を行っている。令和３
年度から新たに、借家住まいの家賃助
成として「林業従事者定住促進事業」
を整備し、従事者確保に努める。

問

大型事業見直し

蒲生庁舎の完成時期

令和７年度を想定市長

湯之原 一郎

行政のデジタル化に対応する
人材の確保が必須となるが、

どのように考えているのか。
各分野において、デジタル化を
推進する人材を確保・育成する

ための研修会等を定期開催していく。
　また、デジタル化を推進する上で、
不足する知見については、地方公共
団体情報システム機構に派遣する職
員から情報収集等によって補いたいと
考えている。

ジオパーク
３市協議会で事業展開
今後の取り組みや計画などを
示せ。
桜島・錦江湾ジオパークのエリ
ア拡大認定にあたり、鹿児島

市・垂水市・姶良市の３市一体となっ
た事業展開を求められている。本市
では、広報誌にジオパークに関する記
事の掲載も予定している。

デジタル化

対応する人材の確保

定期的な研修で育成市長

岩下 陽太郎

行政事務における押印の省略・
廃止の考えは。
既に１６０の手続きで押印の義務
づけを省略している。今後指針を

見直し判断基準を作成する。
築50年以上経過した市営住宅
の解体及び土地の処分、地域

の要望等はどうなるのか。
市営住宅の用途廃止となった竹
下住宅、田中住宅、西岩原住宅、

重富中学校横住宅を解体、土地は公
売する。
　地域の要望は西岩原住宅を解体後
の一部を広場としてほしい要望がある。

大型グラウンドゴルフ場の場
所と設置について
コロナ禍の影響で事業を見直し
改めて検討し６年度に実施設計

する。
厳しい財政状況の中、各種施
設・事業の見直しが必要ではな

いか。
蒲生庁舎や全天候型こども館
は、歳入の減少で計画の延伸及

び事業規模の見直しをする。

施
政
方
針

コ
ロ
ナ
禍
の
行
政
改
革
は

歳
出
見
直
し
と
財
源
確
保

市
長

上村  親

答

問

答

発達障がいのある子どもの、
悩みを共感したリ、子どもへ

の関わり方を助言するペアレントメ
ンターを育成できないか。

ペアレントメンターの育成は、
令和３年度に第２期障がい児

福祉計画を策定し、取り組む。
　発達障がいのある子どもの保護者
へのアンケートでは、「ペアレントメン
ターによる支援を希望する」が、
35.4％あり養成研修のあり方を検討
する。

自殺防止策
コロナ禍の中、悩みを抱える人
に寄り添う、自殺防止策を問う。
地域活動を担う方に、ゲートキー
パーの養成講座を実施している。

　また、中学生を対象に、悩みや困
難をひとりで抱え込まず周囲に相談
するストレスマネジメント講座を開催
している。

● ヘルプマークの啓発

問

その他の質問

発達障がい

ペアレントメンターの
育成　　　　　　　　

障がい児福祉計画を
策定市長

竹下 日出志
公明党市議団公明党市議団市民くらぶ

答

問

問

答

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

市民へ次世代自動車の普及拡
大や住宅等蓄電・放電設備等

の設置に取り組むため財政的支援
で普及に寄与できないか。

支援の在り方などについて、国
における補助制度などの情報を

幅広く収集するとともに、先行自治
体の事例等も含め、調査・研究して
いく。

2050年に二酸化炭素排出を
実質ゼロにするゼロカーボン

シティを表明する考えはないか。
脱炭素に向けた取り組みや推
進方法等と併せ、国の動向も

注視しながら、様々な角度から検討
していく。

次
世
代
自
動
車

普
及
拡
大
支
援
に
つ
い
て

事
例
等
も
含
め
、調
査・研
究

市
長

あなたも大切なゲートキーパー

松元 卓也

普及拡大が望まれる電気自動車

問

答

問

答

新型コロナ感染拡大防止策とし
て、学校・公共施設の水道蛇

口の自動水栓化の整備計画を問う。
学校施設は、今後も有効な補助
事業や大規模改修の導入に合

わせて設置を検討していく。
　新庁舎建設や公共施設の改築・改
修工事の際、自動水栓の設置やレ
バーへの変更を進めていく。

男女共同参画推進
男女共同参画課の取り組みを
更に実効性あるものとするた

め、企画部への組織編成を検討でき
ないか。

現在、新庁舎建設に向けた組
織編成を検討しており、企画部

への配置を予定している。
　また課名に「推進」という言葉を盛
り込むことも検討していくことを考えてい
る。

水
道
蛇
口

自
動
水
栓
化
の
整
備
計
画

設
置
や
レ
バ
ー
に
変
更

市
長

新福 愛子

問

答

問

答

問

答

姶良市議会 ｜ 一般質問

あ
な
た
も
大
切
な
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

感染防止対策に広がる自動水栓

● 子宮頸がん予防ワクチン個別情報
提供

その他の質問

手入れの行き届いた杉山

解
体
が
決
ま
っ
た
西
岩
原

住
宅

● 報酬審議会の諮問
その他の質問

志成会

● 動物との公園利用について
その他の質問

市長

市長

デジタル化で行政手続きが圧倒的に簡単に・便利に
（出典：経済産業省）

市政クラブ姶輝市政クラブ姶輝

2050年に温室効果ガスの排出量
又は二酸化炭素を実質ゼロにするこ
とを目指す旨を表明した地方自治体
のこと。
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男女共同参画の勉強会も必要
だが、市役所の人事から実行

すべきであると考える。現状と目
標を示せ。

本市における女性管理職の登
用率は、9.1％であり、県平均

の10.3%を下回っている。
　女性管理職の登用率の目標を再
設定する予定である。

新型コロナウイルスワクチン
このワクチンは、短期間の開
発のため、治験も少なく副作

用、持続効果等、不確定要素が多
い。
　市民の不安に応えるため、どの
ように考えているのか。

有効性と副反応などワクチン
について国が随時公開してい

るものも含め、情報を速やかに提
供できるよう努める。

問

施政方針

男女共同参画

女性管理職の登用率
目標再設定市長

有川 洋美

サイクルツーリズムの推進によ
り、観光振興や地域経済の活

性化が図られると考えるが、見解を
問う。

自転車で地域を巡り、風に吹
かれながら自然を体感すること

は素晴らしい体験であり、観光振興
に寄与する可能性が高いと考えられ
る。また、市民の自転車活用による
健康の維持・増進、二酸化炭素排
出削減による環境保護、渋滞緩和な
ど多方面において好影響をもたらす
ことが期待される。
　今後、県との連携や先進自治体
の事例を参考にしながら、観光団体
や地元事業者の協力を得るなど、最
善の施策を調査・研究する。

シェアサイクルの導入について
見解を示せ。
自転車利用への転換を促進し、
環境負荷の低減や観光振興の

面からも有効な手段であると認識し
ている。
　先行自治体の例も参考にしなが
ら、調査・研究していく。

自転車活用

サイクルツーリズム推進

最善の施策を調査・研究市長

犬伏 浩幸

市道・農道の区分の見直しと、
地域での団体登録制を設け、

地域民の手で環境整備を進める簡
易な補修の制度化はできないか。

見直しは関係課で協議・検討す
る。団体登録の制度化について

は、地域協働の観点から調査研究が
必要である。

地域再生の協働「結」を促し、湿
田対策事業の現在の石粉の原

材料支給から、塩ビパイプ、砕石、
シート、重機借り上げの補助の制度
拡大はできないか。

湿田対策については、相談の多
い案件であり、暗渠排水資材を

支給し、自力による施工法を検討する。

日本一の早掘り竹の子の再生
日本一と誇れていた蒲生の早
堀竹の子の存在は、今は他の

地域に奪われている。
　現在、静岡県では廃竹材を破砕し
チップを敷き詰め保温し、収穫の容
易性と連年生産で成果を出してい
る。この技術導入の促進で産地再生
は図れないか。

自然豊かなこの地に合った生産
技術の向上に生産者団体等と

連携し取り組む。

地
域
再
生

協
働
と
原
材
料
支
給
で

地
域
協
働
の
観
点
か
ら

調
査・研
究
す
る

市
長

湯元 秀誠

答

問

答

生活困窮者が、生活保護の申
請をためらう要因に「扶養照

会」がある。厚労省は「扶養照会
は義務ではない」と明言している。
このことをどのように生かすのか。

扶養照会が生活保護の要件で
あるかのような説明を行うことのな

いよう留意している。

扶養照会で親族の支援につな
がったのは何件か。
４件ある。

厚労省の調査でも親族の支援
につながった件数は少ない。

福祉事務所では、扶養照会が事務
の負担と手間がかかり問題としてい
る。申請をためらわせる扶養照会
は、廃止すべきではないか。

国が扶養照会の要件を段階的
に緩和するよう通知があり、廃止

はできない。

問

生活保護

扶養照会の廃止

国が段階的緩和の要件
を示している市長

堀 広子
志成会市政クラブ姶輝

答

問

問

答

答

問

答

問

答

問

答

問

答

ウィズコロナに先駆ける行政
の仕組みは想定されているか。
情報通信基盤の整備に取り組
み、行政手続のオンライン化を

加速化し、時間と場所を問わず手続
き可能な環境づくりを進める。

蒲生総合支所の建設スケジュー
ルの見通しを示せ。
当初、令和３年度に着手する予
定の実施設計以降の業務時期

を見直し、５年度に実施設計の着手、
６年度に建設工事の着工、７年度の
完成を想定している。

財政運営の質の向上を図るべ
く、国のアドバイザー派遣制

度を活用する考えはないか。
今後、財政運営の基本的な考
え方や取り組みを外部の専門家

等に意見・指導を頂くことは意義ある
ことで、総務省等が創設する事業の
活用も含め研究する。

施
政
方
針

今
後
の
行
政
運
営

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
加
速
化

市
長

あなたも大切なゲートキーパー

小山田 邦弘

問

答

問

答

問

答

加治木・蒲生複合新庁舎の基
本設計にかかるプロポーザルの

業者について、本件に対する見解と
今後の対策を問う。

通常の競争入札とプロポーザル
方式は、価格と企画・技術提案

内容というように、選定要素は異なる
が、参加者に同じルール・条件のもと
競ってもらい、選定委員会においては、
公平・公正に誠意ある審査・評価を
し、契約候補者を選定している。

市政運営について
市長として早いもので３年が経
過しようとしている。３年の総

括を問う。
第２次姶良市総合計画のもと
「可能性全開！夢と希望をはぐく

むまちづくり～ひとりひとりが主役、住
み良い県央都市あいら～」を基本理
念に掲げ、本市の持つ潜在的な可能
性を生かし、市民一体となった多様
性豊かな魅力あるまちづくりを進めて
きた。

複
合
新
庁
舎

基
本
設
計
の
業
者
選
定

選
定
委
員
会
で
審
査
評
価

市
長

谷口 義文

問

答

問

答

姶良市議会 ｜ 一般質問

福祉事務所が、申請者の親や配偶
者、兄弟や孫など親族に対し、生活
の援助が可能かどうか問い合わせる
こと。

女性活躍は現場から！

日
本一の
蒲
生
の
超
早
掘
り

竹
の
子
の
再
生・復
活
を

《扶養照会とは》

問

答

● ごみ処理問題
● 新型コロナ対策

その他の質問

市政クラブ姶輝

自転車の活用推進で地域を元気に

建
て
替
え
先
送
り
が
検
討
さ
れ
る
蒲
生
総
合
支
所

提案された加治木複合新庁舎イメージ図
※このパース図がこのまま設計案となるわけではあ
りません

あん    きょ
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男女共同参画の勉強会も必要
だが、市役所の人事から実行

すべきであると考える。現状と目
標を示せ。

本市における女性管理職の登
用率は、9.1％であり、県平均

の10.3%を下回っている。
　女性管理職の登用率の目標を再
設定する予定である。

新型コロナウイルスワクチン
このワクチンは、短期間の開
発のため、治験も少なく副作

用、持続効果等、不確定要素が多
い。
　市民の不安に応えるため、どの
ように考えているのか。

有効性と副反応などワクチン
について国が随時公開してい

るものも含め、情報を速やかに提
供できるよう努める。

問

施政方針

男女共同参画

女性管理職の登用率
目標再設定市長

有川 洋美

サイクルツーリズムの推進によ
り、観光振興や地域経済の活

性化が図られると考えるが、見解を
問う。

自転車で地域を巡り、風に吹
かれながら自然を体感すること

は素晴らしい体験であり、観光振興
に寄与する可能性が高いと考えられ
る。また、市民の自転車活用による
健康の維持・増進、二酸化炭素排
出削減による環境保護、渋滞緩和な
ど多方面において好影響をもたらす
ことが期待される。
　今後、県との連携や先進自治体
の事例を参考にしながら、観光団体
や地元事業者の協力を得るなど、最
善の施策を調査・研究する。

シェアサイクルの導入について
見解を示せ。
自転車利用への転換を促進し、
環境負荷の低減や観光振興の

面からも有効な手段であると認識し
ている。
　先行自治体の例も参考にしなが
ら、調査・研究していく。

自転車活用

サイクルツーリズム推進

最善の施策を調査・研究市長

犬伏 浩幸

市道・農道の区分の見直しと、
地域での団体登録制を設け、

地域民の手で環境整備を進める簡
易な補修の制度化はできないか。

見直しは関係課で協議・検討す
る。団体登録の制度化について

は、地域協働の観点から調査研究が
必要である。

地域再生の協働「結」を促し、湿
田対策事業の現在の石粉の原

材料支給から、塩ビパイプ、砕石、
シート、重機借り上げの補助の制度
拡大はできないか。

湿田対策については、相談の多
い案件であり、暗渠排水資材を

支給し、自力による施工法を検討する。

日本一の早掘り竹の子の再生
日本一と誇れていた蒲生の早
堀竹の子の存在は、今は他の

地域に奪われている。
　現在、静岡県では廃竹材を破砕し
チップを敷き詰め保温し、収穫の容
易性と連年生産で成果を出してい
る。この技術導入の促進で産地再生
は図れないか。

自然豊かなこの地に合った生産
技術の向上に生産者団体等と

連携し取り組む。

地
域
再
生

協
働
と
原
材
料
支
給
で

地
域
協
働
の
観
点
か
ら

調
査・研
究
す
る

市
長

湯元 秀誠

答

問

答

生活困窮者が、生活保護の申
請をためらう要因に「扶養照

会」がある。厚労省は「扶養照会
は義務ではない」と明言している。
このことをどのように生かすのか。

扶養照会が生活保護の要件で
あるかのような説明を行うことのな

いよう留意している。

扶養照会で親族の支援につな
がったのは何件か。
４件ある。

厚労省の調査でも親族の支援
につながった件数は少ない。

福祉事務所では、扶養照会が事務
の負担と手間がかかり問題としてい
る。申請をためらわせる扶養照会
は、廃止すべきではないか。

国が扶養照会の要件を段階的
に緩和するよう通知があり、廃止

はできない。

問

生活保護

扶養照会の廃止

国が段階的緩和の要件
を示している市長

堀 広子
志成会市政クラブ姶輝

答

問

問

答

答

問

答

問

答

問

答

問

答

ウィズコロナに先駆ける行政
の仕組みは想定されているか。
情報通信基盤の整備に取り組
み、行政手続のオンライン化を

加速化し、時間と場所を問わず手続
き可能な環境づくりを進める。

蒲生総合支所の建設スケジュー
ルの見通しを示せ。
当初、令和３年度に着手する予
定の実施設計以降の業務時期

を見直し、５年度に実施設計の着手、
６年度に建設工事の着工、７年度の
完成を想定している。

財政運営の質の向上を図るべ
く、国のアドバイザー派遣制

度を活用する考えはないか。
今後、財政運営の基本的な考
え方や取り組みを外部の専門家

等に意見・指導を頂くことは意義ある
ことで、総務省等が創設する事業の
活用も含め研究する。

施
政
方
針

今
後
の
行
政
運
営

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
加
速
化

市
長

あなたも大切なゲートキーパー

小山田 邦弘

問

答

問

答

問

答

加治木・蒲生複合新庁舎の基
本設計にかかるプロポーザルの

業者について、本件に対する見解と
今後の対策を問う。

通常の競争入札とプロポーザル
方式は、価格と企画・技術提案

内容というように、選定要素は異なる
が、参加者に同じルール・条件のもと
競ってもらい、選定委員会においては、
公平・公正に誠意ある審査・評価を
し、契約候補者を選定している。

市政運営について
市長として早いもので３年が経
過しようとしている。３年の総

括を問う。
第２次姶良市総合計画のもと
「可能性全開！夢と希望をはぐく

むまちづくり～ひとりひとりが主役、住
み良い県央都市あいら～」を基本理
念に掲げ、本市の持つ潜在的な可能
性を生かし、市民一体となった多様
性豊かな魅力あるまちづくりを進めて
きた。

複
合
新
庁
舎

基
本
設
計
の
業
者
選
定

選
定
委
員
会
で
審
査
評
価

市
長

谷口 義文

問

答

問

答

姶良市議会 ｜ 一般質問

福祉事務所が、申請者の親や配偶
者、兄弟や孫など親族に対し、生活
の援助が可能かどうか問い合わせる
こと。

女性活躍は現場から！

日
本一の
蒲
生
の
超
早
掘
り

竹
の
子
の
再
生・復
活
を

《扶養照会とは》

問

答

● ごみ処理問題
● 新型コロナ対策

その他の質問

市政クラブ姶輝

自転車の活用推進で地域を元気に

建
て
替
え
先
送
り
が
検
討
さ
れ
る
蒲
生
総
合
支
所

提案された加治木複合新庁舎イメージ図
※このパース図がこのまま設計案となるわけではあ
りません

あん    きょ
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▲入学式を終えて、親子でほほえむ田井中ファミリー（池島町）

提案者：竹迫 優美 様

議会だより愛称決定 !!議会だより愛称決定 !!議会だより愛称決定 !!

あいあいがさ
提案者の想い提案者の想い

　大人でも、子どもでも、障がいのある
人でも、身寄りのない人でも、どんな人
でも困っている人がいたら、一緒に「あ
いあいがさ」をさして寄り添ってくれる
ような市政であってほしいという想い
を込めました。
　生まれてから死ぬまで、だれもが自分
らしく安心して暮らせる姶良市であり
ますように･･･。

　これまで、愛称に関しましてたくさんの方々からご応
募いただき、心より感謝申し上げます。
　厳正な審査の結果、「あいあいがさ」に決定いたしまし
た。ほかの愛称案も姶良市議会に対する想いや願いが伝
わってくるもので、身が引き締まる思いがしました。
　昨年より議会だよりのリニューアルに取り組み、今回
は愛称変更、表紙のリニューアル、一般質問ページの大
幅なレイアウト変更等を行いました。
　今後も親しんでいただけるような議会だよりを作成
してまいります。
　さらに、みなさまのご意見をお伺いするため、アン
ケートを実施いたします。ご協力のほど、よろしくお願
い申し上げます。

さらなる
リニューアルに向けて！　大人でも、子どもでも、障がいのある

人でも、身寄りのない人でも、どんな人
でも困っている人がいたら、一緒に「あ
いあいがさ」をさして寄り添ってくれる
ような市政であってほしいという想い

　これまで、愛称に関しましてたくさんの方々からご応　これまで、愛称に関しましてたくさんの方々からご応
募いただき、心より感謝申し上げます。募いただき、心より感謝申し上げます。
　厳正な審査の結果、「あいあいがさ」に決定いたしまし　厳正な審査の結果、「あいあいがさ」に決定いたしまし

さらなるさらなる
リニューアルに向けて！リニューアルに向けて！

さらなる
リニューアルに向けて！

傍聴席へどうぞ傍聴席へどうぞ
車いす席もあります

令和３年  第２回定例会は
６月 14 日  開催予定

議会と語る会  開催予定のお知らせ議会と語る会  開催予定のお知らせ
令和３年度第１回は７月頃開催予定

（会場は３地区程度）
詳細につきましては、HP等でお知らせしますが、
状況によっては中止となる場合もあります。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
収
束
へ
の
切
り
札
と

な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。安

全
安
心
で
円
滑
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
体
制
づ
く
り
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　「
姶
良
市
市
制
施
行
10

周
年
プ
ラ
ス
１
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
今
年
度
。新

庁
舎
建
設
の
槌
音
と
共

に
、
希
望
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る
一
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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その時、議会は？ 異例の否決ｐ2

傍から見て聴いてｐ6

市民目線で 21人が市政を質すｐ9

さらなるリニューアルに向けて！ｐ16
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